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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材

＼
／
％
＼

宮
川
保
全
と
共
立
女
子
職
業
学
校

沼
津
兵
学
校
出
身
者
に
は
教
育
者
に

な

っ
た
者
が
少
な
く
な
い
。
そ
の
う
ち

官
立
で
は
な
く
私
学
の
教
育

・
経
営
に

力
を
注
い
だ
者
と
し
て
は
、
何
と
い
っ

て
も
江
原
素
六
が
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
宮
川
保
全

（
一

八
五
三
～

一
九

一二
）
は
江
原
に
継
ぐ

代
表
的
存
在
で
あ
る
。

宮
川
は
、
幕
臣
山
崎
幸
之
助

（三
輪

之
助
と
も

い
う
）
の
子
と
し
て
江
戸
で

生
ま
れ
、　
死
治

九
年

（
一
八
六
四
）
九

月
宮
川
家
を
継
ぐ
。
維
新
に
際
し
沼
津

に
移
住
、
明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
二

月
沼
津
兵
学
校
第
七
期
資
業
生
に
及
第

し
た
。
実
兄
山
崎
塊

一

（鉦
平
、

一
八

四
五
～

一
九

一
九
）
も
沼
津
に
移
住
し
、

兵
学
校
生
徒
か
ら
沼
津
病
院
頭
取
杉
田

玄
端
の
問
下
生
に
転
じ
医
学
を
学
ん
だ
。

兵
学
校
廃
止
後
に
編
入
さ
れ
た
教
導

団
を
退
団
し
た
宮
川
は
、
文
部
省
に
入

り
長
崎
師
範
学
校
や
東
京
女
子
師
範
学

校
に
勤
務
し
た
。
担
当
教
科
は
数
学
で
、

義
兄

（妻
の
兄
）
で
あ
り
、
沼
津
兵
学

校
時
代
の
恩
師
で
も
あ
る
榎
本
長
裕
の
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校
訂
で

『幾
何
新
論
』
『
三
角
新
論
』
な

ど
を
刊
行
し
た
。
沼
津
を
去

っ
て
久
し

か

っ
た
が
、
両
書
に
は

一沼
津
宮
川
保

全
訳
」
と
印
刷
さ
れ
て
お
り
、
沼
津
兵

学
校
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
し
て

い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。

明
治

一
九
年

（
一
八
八
六
）
東
京
女

子
師
範
学
校
を
退
職
、
女
性
の
た
め
の

実
業
教
育
を
行
い
た
い
と
い
う
希
望
の

も
と
、
三
〇
数
名
の
発
起
人
と
と
も
に

私
立
の
共
立
女
子
職
業
学
校

（現
共
立

女
子
大
学
）
を
開
校
し
た
。
発
起
人
に

は
、
手
島
精

一
・
矢
野
二
郎

・
富
田
鉄

之
助

・
永
井
久

一
郎

（荷
風
の
父
）
・
那

珂
通
世

。
中
川
謙
一
郎

・
鳩
山
春
子
と

い
っ
た
教
育
界
の
有
力
者
の
ほ
か
、
三

田
凍
光

（女
子
師
範
教
諭
、
沼
津
兵
学

校
資
業
生
三
田
倍
の
父
）
、
愛
知
す
み
子

（女
子
師
範
雇
、
兵
学
校
第
四
期
資
業

生
愛
知
信
元
の
近
親
者
か
）
な
ど
、
沼

津

・
ＩＨ
幕
臣
の
関
係
者
が
含
ま
れ
た
。

同
校
は
、
裁
縫

・
編
物

・
刺
繍

・
造

花
な
ど
を
主
要
科
日
と
し
、
職
業
人
と

し
て
自
立
し
た
女
性
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
。
宮
川
は
理
事

・
商
議
員

・

校
長
補
な
ど
と
し
て
長
く
同
校
の
経
営

を
実
質
的
に
担
い
、
大
正
五
年

（
一
九

一
六
）
か
ら
は
亡
く
な
る
ま
で
校
長

（第

五
代
）
を
つ
と
め
た
。
明
治
四
五
年

（
一

九

一
二
）
に
は
そ
の
功
労
に
対
し
藍
綬

褒
章
が
授
与
さ
れ
た
が
、
文
部
大
臣
か

ら
は

「女
子
職
業
教
育
ノ
先
党
者
」
「真

二
教
育
者
ノ
模
楷
」
で
あ
る
と
の
讃
辞

が
寄
せ
ら
れ
た
。

共
立
女
子
職
業
学
校
の
役
員

・
教
職

員
の
中
に
は
、
宮
川
ら
し
い
沼
津
兵
学

校
の
人
脈
が
見
受
け
ら
れ
る
。

裁
縫
科
担
当
の
術
科
教
員
に
関
ヨ
シ

と
い
う
女
性
が
い
た
が
、
彼
女
は
沼
津

兵
学
校
第
四
期
資
業
生
出
身
で
東
京
女

子
師
範
学
校
や
女
子
師
範
予
備
学
校
の

教
師
に
な

っ
た
関
近
義
の
妻
で
あ
る
。

宮
川
は
明
治

一
二
年
四
月
に
設
置
を
出

願
し
た
女
子
師
範
予
備
学
校

（私
立
）

の
発
起
者
五
名
の

一
人
で
あ
り
、
関
に

と

っ
て
女
子
師
範
以
来
の
同
僚

・
同
志

で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
関
が
校
訂
し

愛
知
信
元
が
編
集
し
た
書
籍
と
し
て

『簿

記
教
授
本
』
（明
治

一
三
年
刊
）
が
あ
る

ほ
か
、
愛
知

・
宮
川
共
編
の

『
小
学
筆

算
教
授
書
』
（明
治
二

一
年
刊
）
と
い
う

書
籍
も
あ
る
。
宮
川

・
愛
知

・
関
は
沼

津
兵
学
校
で
学
ん
だ
数
学
で
結
び
付
い

た
仲
間
で
あ

っ
た
。
近
義

・
ヨ
シ
夫
妻

の
息
子
関

一
は
、
東
京
高
等
商
業
学
校

教
授
か
ら
大
阪
市
長
と
な

っ
た
が
、
宮

ゝ

川
の

二
男
敬

二
は
東
京
高
商
に
進
学
し

そ
の
教
え
を
受
け
た
。

事
務
員
を
つ
と
め
た
中
島
鍋
次
郎

（ＩＨ

名
屋
代
淳
之
丞
）
は
、
沼
津
兵
学
校
第

四
期
資
業
生
生
島
準
の
兄
弟
だ

っ
た
ら

し
い
。
彰
義
隊
に
所
属
し
箱
館
戦
争
に

参
加
し
た
経
歴
を
持

つ
。
生
島
は
関
近

義
に
と

つ
て
兵
学
校
の
同
窓
で
あ
り
、

か
つ
数
学
の
師
で
も
あ

っ
た
。

明
治
四
〇
年
代
か
ら
は
監
事
に
真
野

文
二
が
加
わ

っ
て
い
る
。
真
野
は
沼
津

兵
学
校
附
属
小
学
校
生
徒
出
身
者
で
あ

っ
た
が
、
当
時
文
部
省
実
業
学
務
局
長

で
あ
り
、
共
立
女
子
職
業
学
校
に
と

つ

て
は
強
力
な
味
方
だ

っ
た
。

な
お
、
宮
川
保
全
の
実
兄
山
崎
塊

一

は
東
京
で
日
進
堂
と
い
う
薬
局
を
経
営

し
実
業
家
と
し
て
成
功
し
た
。
「日
進
堂
」

の
看
板
は
勝
海
舟
が
揮
一曇
し
た
も
の
だ

っ
た
と
い
う
。
実
業
教
育
に
も
熱
心
で
、

明
治

一
四
年
薬
種
業
従
事
者
の
た
め
に

東
京
芝
区
巴
町
の
輌
絵
学
校
内
に
夜
学

を
開
き
、
中
川
謙
二
郎

・
成
瀬
隆
蔵
ら

を
講
師
に
招
聘
し
た
ほ
か
、

一
七
年
に

は
東
京
商
業
学
校
長
矢
野
二
郎

。
同
教

諭
成
瀬
隆
蔵
ら
と
謀
り
、
京
橋
区
木
挽

町
に
商
業
学
予
備
校
を
開
い
た
。
成
瀬

は
弟
宮
川
と
沼
津
兵
学
校
第
七
期
の
同

ゝ

期
生
だ

っ
た
し
、
中
川

・
矢
野
も
み
な

共
通
す
る
人
脈
で
あ
る
。

兄
山
崎
が
教
育
に
も
理
解
が
あ
る
実

業
家
だ

っ
た
の
に
対
し
、
弟
宮
川
は
実

業
界

へ
も
活
躍
の
場
を
広
げ
た
教
育
家

で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
宮
川
は
中
央
堂

と
い
う
出
版
社
を
経
営
し
た
ほ
か
、
旧

幕
臣
佐
久
間
貞

一
と
と
も
に
教
科
書
販

売
会
社
で
あ
る
大
日
本
図
書
会
社
を
設

立
、
専
務
取
締
役
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

他
に
も
東
京
書
籍
株
式
会
社
取
締
役

・

東
京
書
籍
商
組
合
副
頭
取

。
東
京
商
業

会
議
所
議
員
な
ど
を
歴
任
し
た
。

東
京

の
谷
中
霊
園
に
は
山
崎

。
宮
川

両
家
の
墓
が
並
ん
で
位
置
す
る
。

〈参
考
文
献
〉
『人
事
興
信
録
』
初
版

（
一

九
〇
三
年
）
、
『
私
立
共
立
女
子
職
業
学

校
第
十
八
年
報
』
、
『
私
立
共
立
女
子
職

業
学
校
第
二
十
五
年
報
』
、
『
束
洋
実
業

家
評
伝
』
第
弐
編
、
『彰
義
隊
戦
史
』、
『
同

方
会
誌
』
二
八
、
宮
川
敬

一
郎

『
宮
川

敬
三

・
千
代
迫
想
』
（
一
九
八
五
年
、
私

家
版
）、
関
博
士
論
文
集
編
集
委
員
会

『都

市
政
策
の
理
論
と
実
際
』
、
『
東
京
教
育

史
資
料
大
系
』
第
三
巻
、
『
共
立
女
子
学

園
百
十
年
史
』
　

〈協
力
者

・
敬
称
略
〉

宮
川
裕
佑

・
小
立
千
恵
子

・
町
田
さ
と

。

吉
田
洋
史

・
川
合
滋

　

（樋
口
雄
彦
）
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一
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

・一一ｍ
一・・

県
内
初
の
電
車

駿
豆
電
気
鉄
道

沼
津
に
は
二
つ
の
県
内
初
の
鉄
道
が

あ

っ
た
。
ひ
と

つ
は
明
治
二
〇
年

（
一

八
八
七
）
に
敷
設
さ
れ
た
県
内
初
の
鉄

道

「蛇
松
線
」
で
あ
り
、
も
う
ひ
と

つ

が

「チ
ン
チ
ン
電
車
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
た
、
同

一
九
年
に
開
通
し
た
県
内

初

（全
国
で
は
九
番
日
）
の
電
車

「駿

豆
電
気
鉄
道
」
で
あ
る
。
駿

里
電
気
株

式
会
社

（同
二
九
年
創
立
）
が
開
業
し

た
。
同
社
は
函
南
町
平
井
の
柿
沢
川
に

水
力
発
電
所
を
建
設
し
て
、
こ
ち
ら
も

ヽ

県
内
初
の
電
灯
会
社
と
し
て
開
業
し
た
。

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
、
当
時
の
電
灯

会
社
の
多
く
が
、
自
社
の
電
気
を
動
力

と
し
て
鉄
道
事
業
を
兼
業
す
る
よ
う
に

な
り
、
同
社
も
〓
八
年
に
鉄
道
事
業

ヘ

乗
り
だ
す
こ
と
を
表
明
し
た
。
三
九
年

の
駿
豆
電
気
鉄
道
株
式
会
社

へ
の
社
名

変
更
と
前
後
し
て
、
沼
津
停
車
場
前
―

三
島
六
反
田

（現
三
島
広
小
路
）
間
の

軌
道
敷
設
工
事
が
進
め
ら
れ
、
同
年

一

一
月

一
〇
日
に
竣
工
、
同
月
二
八
日
に

開
業
し
た
。

停
留
所
は
、
沼
津
停
車
場
前

・
追
手

町

。
志
多
町

・
三
枚
橋

・
平
町

・
山
王

前

・
麻
糸
前

・
石
円

。
黄
瀬
川

・
黄
瀬

部分

川
橋

・
臼
井
産
業
前

・
国

立
病
院
前

。
長
沢
・
八
幡
・

玉
井
寺
前

・
伏
見

・
千
貫

樋

・
木
町

。
三
島
六
反
田

の
一
九
ヶ
所
に
設
け
ら
れ
、

全

∋

街

濃

若ｌＪ
珪
“

コ

氏

ｍ
【　
奏
＾

津

壽
沼
伽

差点

年

一父町

‐

手

蔵

大

所館

頃

当

年

‐

和昭

3正大

ヽ

開
業
時
は
沼
津
―
六
反
円
間
を
約
四
〇

分
で
運
行
し
た
。
（昭
和
に
入
っ
て
か
ら

〓
島
田
町
―
沼
津
間
が
二
七
分
に
な

っ

た
）駿
豆
電
気
鉄
道
株
式
会
社
は
明
治
四

五
年
に
里
相
鉄
道

（三
島
町
―
大
仁
間
）

を
買
収
し
た
が
、
大
正
五
年

（
一
九

一

六
）
に
富
士
水
力
電
気
株
式
会
社
に
合

併
さ
れ
て
同
社
鉄
道
部
と
な
り
、
翌
年

独
立
し
て
駿

里
鉄
道
株
式
会
社
と
な

っ

た
。
そ
の
後
昭
和

一
三
年
、
駿
豆
鉄
道

箱
根
遊
船
株
式
会
社
、
同

一
五
年
、
駿

豆
鉄
道
株
式
会
社
と
な
り
、
昭
和
三
二

年
に
伊
豆
箱
根
鉄
道
株
式
会
社
と
な

っ

た
。昭

和
初
期
、
各
地
で
バ
ス
が
台
頭
し

た
が
、
駿
豆
線
は
乗
客
が
多
く
順
調
だ

っ
た
。
戦
時
中
に
は
、
定
員
増
加
の
た

め
に
シ
ー
ト
が
と
り
は
ず
さ
れ
た
り
、

女
性
が
電
車
を
運
転
し
た
り
と
い
う
こ

と
も
あ

っ
た
。
戦
後
は
、
農
家

へ
の
買

出
し
な
ど
で
終
日
混
雑
し
た
と
い
う
。

昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
バ
ス
路

線
に
乗
客
を
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

昭
和
三
六
年
六
月
二
八
日
の
台
風
で
黄

瀬
川
橋
が
流
失
し
て
し
ま
い
、
電
車
は

三
島
広
小
路
―
国
立
病
院
前

の
み
と
な

り
、
沼
津
―
国
立
病
院
前
は
バ
ス
に
よ

る
代
替
輸
送
と
な

っ
た
。
残

っ
た

一
島

側
も

二
八
年

月^
四
日
に
廃
線
と
な

っ

た
。さ

て
、
停
留
所
が
示
す
よ
う
に
電
車

は
概
ね
東
海
道
を
通

っ
て
い
た
。
三
島

六
反
旧
付
近
の
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
沼
津
で
も

ル
ー

ト
変
更
が
あ

っ
た
。

昭
和
期
、
沼
津
停
車
場
を
出
た
電
車

は
、
南
下
し
て
大
手
町
交
差
点
を
東
に

曲
が

っ
て
お
り
、
そ
の
軌
道
が
写

っ
た

写
真
も
残

っ
て
い
る
が
、
開
業
当
時
は

国
道

一
号
線
は
未
だ
東
海
道
ル
ー
ト
だ

っ
た
た
め
、
大
手
町
の
交
差
点
も
存
在

し
て
い
な
い
。
開
業
か
ら
し
ば
ら
く
の

間
、
沼
津
停
車
場
前
を
出
発
し
た
電
車

は
、
南
に
進
ん
で
郵
便
局

（大
正
三
年

の
大
火
後
に
新
築
）
の
北
側
あ
た
り
を

東
に
曲
が

っ
て
い
た
。
大
正
中
頃
、
大

手
町
付
近
の
国
道

一
号
線
が
開
通
し
、

現
在
の
ＩＨ
国
道

一
号
線
の
ル
ー
ト
に
な

り
、
そ
の
後
、
軌
道
が
敷
き
直
さ
れ
、

チ
ン
チ
ン
電
車
は
大
手
町
交
差
点
を
曲

が
る
よ
う
に
な

っ
た
。

〈参
考
文
献
〉
『
鉄
道
ピ
ク
ト
リ
ア
ル
』

通
巻
第

一
四
五
号

（
一
九
六
二
年
）
、
森

信
勝

『
静
岡
県
鉄
道
興
亡
史
』
静
岡
新

聞
社

（
一
九
九
七
年
）
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江
戸
時
代
以
来
、
城
下
町

・
宿
場
町

と
し
て
発
展
し
て
き
た
沼
津
は
、
明
治

・

大
正

。
昭
和
を
経
て
、
時
代
と
と
も
に

大
き
く
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
館
所
蔵
や
市

民
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
を
中
心
に
、

沼
津
市
全
域
の
約
１００
ヶ
所
の
古
写
真
１２４

点
と
、
同
じ
場
所
の
現
在
の
姿
を
並
ベ

て
展
示
し
、
か
つ
て
の
風
景
が
ど
う
変

わ

っ
た
か
が

一
日
で
わ
か
る
写
真
展
と

し
ま
し
た
。

昔
の
沼
津
に
会
い
に
来
ま
せ
ん
か
？

会
期
　
７
月
１９
日
固
～
９
月
２８
日
０

※
会
期
中
、
常
設
展
示
の
沼
津
兵
学
校

コ
ー
ナ
ー
を
撤
去
し
て
い
ま
す
。
ご

了
承
下
さ
い
。

昨
年
度
か
ら
、
江
原
素
六
に
つ
い
て

よ
り
広
く
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
日
的

に
開
催
し
て
い
る

「そ
ろ
く
ま

つ
り
」

で
す
が
、
今
年
は
江
原
素
六
の
命
日
で

あ
る
５
月
１９
日
が
月
曜
日
な
の
で
、
前

日
１８
日
０
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
約
７００
名
の
方
々

が
ご
来
館
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
社
団
法
人
江
原
素
六
先
生
顕

彰
会
、
金
岡
婦
人
学
級
の
皆
様
、
力
作

を
出
品
し
て
く
だ
さ

っ
た
金
岡

・
沢
田

・

門
池

。
大
岡
南
各
小
学
校
の
先
生

・
児

童
の
皆
様
、
竹
細
工
教
室
を
開
い
て
く

れ
た

「お
し
え
て
名
人
」
の
皆
様
、
そ

の
他
多
く
の
方
々
に
多
大
な
る
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い

ま
し
た
。

〈
実
施
し
た
催
事
〉

日
も
ち

つ
き

。
す
い
と
ん
　
無
料
提
供

■
日
吉
太
鼓
演
奏

■
素
六
音
頭
披
露

■
体
験

コ
ー
ナ
ー

・
竹
細
工
教
室

土
房
楊
枝
作
り
体
験

ｏ
昔
の
遊
び
体
験

竹
馬

・
コ
マ
同
し

。
お
手
玉
な
ど

ヽ

■
観
覧
会

「沼
津
兵
学
校
」

昭
和
１５
年
作
品
　
監
督
　
今
井
正

■
特
別
展
示

「子
ど
も
た
ち
の
見
た
江
原
素
六
」

金
岡

・
沢
円

・
門
池

。
大
岡
南
の
各

小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
江
原
素
六

学
習
の
成
果
で
あ
る
児
童

の
作
品
を
館

内
江
原
素
六

コ
ー
ナ
ー
に
て
展
示
し
ま

し
た
。

■
寸
劇

「そ
ろ
く
物
語
」

金
岡
小
学
校
５
年
生
有
志
１１
名
が
、

昨
年
度
の
江
原
学
習
の
成
果
を
寸
劇
形

式
で
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
普
段
は

上
が
れ
な
い
江
原
邸
を
舞
台
に
熱
演
し

て
く
れ
ま
し
た
。

〈
戦
争
史
跡
め
ぐ
り
〉

市
内
に
残
る
戦
争
の
跡
を
見
学
し
て

「戦
争
」
と

「平
和
」
に
つ
い
て
考
え

ヤ
い・し
よ
ンリ
。

８
月
７
日
い
　
対
象
　
中
学
生

８
月
９
日
０
、
１０
日
０
　
対
象
　
親
子

※
８
月
９
日
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

沼
津
戦
時
疎
開
学
園
の
疎
開
児
童
の

方
々
が
、
当
時
の
思
い
出
を
お
話
し

て
く
れ
ま
す
。

〈戦
時
中
の
暮
ら
し
を
体
験
し
よ
う
〉

戦
時
中
の
体
験
談
を
聞
い
た
り
、
す
い

と
ん
を
作
っ
て
食
べ
た
り
し
ま
し
よ
う
。

８
月
６
日
因
　
対
象
小
学
４
～
６
年
生

〈
一
日
学
芸
員
体
験
講
座
〉

学
芸
員

っ
て
な
に
？
ど
ん
な
仕
事
を

す
る
の
？
普
段
馴
染
み
の
な
い
学
芸
員

の
仕
事
を
体
験
し
ま
す
。

８
月
８
日
０

対
象

中
学
生

・
高
校
生

※
い
ず
れ
も
お
申
込
み
受
付
中
。

t

寸劇「そろく物語」の様子
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